
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 定時会員総会 

R5.5.14 

会場：和歌山県勤労福祉会館 プラザホープ 

令和４年度 （公社）日本鍼灸師会 

近畿ブロック青年委員会 研修会 

R5.3.12 

会場：和歌山県 JAビル 

令和４年度 療養費制度等適正運用指導会 

R5.3.12 

会場：和歌山県 JAビル 

令和５年度 療養費制度等適正運用指導会 

R5.7.30 

会場：県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛 

第 18回 （公社）日本鍼灸師会全国大会 in近畿 

R5.10.21 

会場：スターゲイトホテル関西エアポート 

公開シンポジウム 

令和５年度 学術・災害対策合同講習会 

R5.7.30 

会場：県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛 
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公益社団法人 日本鍼灸師会 

 

倫 理 綱 領 

 

日本鍼灸師会会員の遵守するべき倫理綱領を次のように定める 

 

一 私は生涯を人類への奉仕に捧げることを誓う 

 

二 私は常に患者の健康の回復と保持増進を第一に考える 

 

三 私は患者の信頼に応えて秘密を厳守する 

 

四 私は良心と誠意をもって治療に専念する 

 

五 私はたえず鍼灸の学と術について最高の水準を保ち疾病に関する知

識を一層深め伝統を守りその伝承に努力する 

 

六 私は鍼灸治療の有効性を高めその学術的研究の業績を重ねることに

よって他の医療分野から信頼と協調を確保し患者の治療に努力する 

 

七 私は鍼灸治療の適応を十分認識し無効な治療を行うことなく更に過誤

を犯すことのないように努める 

 

八 私は常に自己の職責に誇りと責任をもち鍼灸師としての名誉と尊厳を

もって鍼灸の発展に努力する 

 

九 私は治療に当って宗教国籍人種政党社会的地位の違いによって患者

に果すべき義務を変えることはしない 

 

十 私は流派を超えて相互に鍼灸師を尊重し鍼灸界の団結を高め鍼灸師

の資質向上のために努力する 
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県民のみなさま、本会会員の鍼灸施術所へ通っていただきありがとうございます。 

各業団体のみなさま、当師会の事業にご理解とご支援をいただきありがとうござい

ます。 

当師会の存在意義は、１．県民のみなさまの健康保持増進に寄与するために安心安

全な鍼灸施術を提供することと、２．みなさまの健康を担う当師会所属のはり師・  

きゅう師をあらゆる面でバックアップすることに他なりません。 

安心安全な鍼灸施術面では、毎年年2回の学術講習会を開催して会員の学術のレベ

ルアップを図っています。 

また、全国の都道府県鍼灸師会が所属している公益社団法人 日本鍼灸師会が主催す

る全国大会を始め、講習会など様々なスキルアップの場に積極的に参加をして最新の

知識と技術のアップデートに努めるように指導しています。 

そのため、お近くの鍼灸施術所が臨時休暇する場合がありますが、その際には「こ

この先生は私らの身体を良くするために遠くまで勉強しに行ってくれてるんや！」と

思っていただければ幸いです。 

その度にどうぞ快く送り出してやってください。 

そんな私たち一般社団法人 和歌山県鍼灸師会を知ってもらいたくて、今年度から新

たな取り組みを始めました。県内の各市町村で開催されている、フェスタやイベント

に鍼灸施術ブースを出店させていただきます。 

「はり」と「おきゅう」の素晴らしさを知っていただき、不調の際に回復手段の1

つとして、不調まではいかなくても普段の体調管理の１手段として鍼灸施術を利用し

ていただけるきっかけ作りになれば、こんなに嬉しいことはありません。 

訪れた先々で、「和歌山県鍼灸師会」「はり・きゅう体験」などのフラッグが見えま

したら、気軽にお越しくださいませ。 

会員一同みなさまとのご縁を楽しみにしております。 

 

 

 

 

 

 

巻 頭 言 

一般社団法人 和歌山県鍼灸師会 

会  長  中野 正得    
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[特集] 
  

 〇第７２回(公社)全日本鍼灸学会学術大会神戸大会 報告 
 

 

 ６月９日（金）～１１日（日）まで、神戸国際会議場（兵庫県神戸市・ポートアイランド）で第７２回

（公社）全日本鍼灸学会学術大会神戸大会が近畿支部主管のもと、「鍼灸学の次代展望ー経験か

ら学び、持続可能なエビデンスをつむぐー」をテーマに現地開催、参加報告いたします。 

 前嶋拓也理事は、諮問委員会に出席するために金曜日から参加、土曜日は打ち合わせを兼ね

た朝礼の後、来場者の当日受付を担当しました。業者様の懇切丁寧な説明のおかげで業務をこ

なせました。 

 久々の現地開催で会場内は活気にあふれ、開会式では（公社）日本鍼灸師会 要信義会長の来

賓祝辞があり、日本鍼灸師会など業団の先生方やはり師・きゅう師の先生方、出展企業の皆様、

リモートでお会いしていた先生方とリアルでお会いでき、改めてアフターコロナを実感いたしま

した。懇親会では、南京町（中華街）のある神戸らしく獅子舞の演舞が見られ、縁起を担ぐため 

獅子舞に頭を噛まれようと近づいた先生も多く、歓喜の渦に包まれました。その後は二次会⇒

三次会と続き、日付が変わっても意見ならびに情報交換に花が咲きました。 

 実行委員サポートのため、あまりリアルタイムで講演が聞けなかったのですが、ミレニアル世代

による若手パネルディスカッションでは「Slido」というアプリを使用してパネリストに質問する

新たな試みが見られるなど参考になりました。大会の締めである市民公開講座「お灸のススメ」

まで、最後まで盛り上がりました。 

 １０月２１日（土）・２２日（日）開催の第１８回（公社）日本鍼灸師会全国大会 in近畿に向けて大変

貴重な経験を積ませていただきましたこと、大会会頭の北小路博司先生（宝塚医療大学 教授）、

実行委員長の坂口俊二先生（関西医療大学 教授）、（公社）大阪府鍼灸師会副会長の荒木善行

先生に厚く御礼申し上げます。本当にありがとうございました。 
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 [特集] 

 
 〇（公社）日本鍼灸師会 近畿ブロック会議  報告 

 

 ９月２３日（土）・２４日（日）に（公社）大阪府鍼灸師会主管の下、近畿ブロック会議が今年度の全

国大会 会場であるスターゲイトホテル関西エアポートで開催されましたので、報告いたします。 

 初日は、近畿ブロック師会長会議と第１８回 全国大会 in 近畿 第７回実行委員会が全国大会

開催前最後の実行委員会が行われました。実行委員会の内容としましては、各師会の進捗状況

や実際の会場を目にすることによる縁日のイメージづくり、ホスピタリティなどについて暑い 

議論が行われました。近ブロ師会長会議は、滋賀県 飯塚季也会長議事進行のもと、前年度   

事業・決算・監査報告、今後の事業についての報告がありました。来年令和６年度の近畿ブロック

会議は輪番制により（一社）和歌山県鍼灸師会主管のもと開催を確認しました。公益活動を活発

化することで府県師会同士の交流を図っていく方向性であります。 

 会議の後は会場を移動して懇親会が開催、大阪府 

堀口正剛新会長 開宴のご挨拶から始まり、（公社）

日本鍼灸師会 中村聡新会長と（公社）京都府鍼灸

師会 井上慶山名誉会長から来賓挨拶がありました。

日鍼会の生き字引である井上慶山名誉会長から 

全国大会の歴史を交えての叱咤激励で全国大会の

成功に向けて気合い（喝）を入れていただき感謝  

申し上げます。京都府 森岡正和会長の乾杯の音頭

で宴が始まり、全国大会や各師会の現状などの情報

交換に花が咲き、その後の二次会ではカラオケでス

トレスを発散して、三次会でも情報交換が多く繰り

広げられて、収穫の多い実りある１日になりました。 

 ２日目は全国大会メイン会場で本会議が開催、大阪府 堀口正剛会長から議長就任の挨拶があ

り、（公社）日本鍼灸師会 中村聡会長からスライドを用いて日鍼会に必要な取り組みについて、

「組織運営とは、環境変化に対応すること＝変化したものが生き残る」そのためには外部環境の
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変化に対応する組織を作ること、「日鍼会と都道府県師会 横の連携」の重要性について、安田

政寛副会長から１２月の全国師会長会議開催について説明されました。近畿ブロック師会 飯塚

季也会長から近ブロ師会長会議の報告、大阪府 荒木善行副会長から全国大会第７回実行委員

会について報告があり、全国大会への意気込みを述べられました。 

 議案１「養生を利用した普及啓発活動について」京都府 森岡正和会長より案内があり、明治 

国際医療大学の伊藤和憲教授からスライドを交えて説明があり、質問と回答が飛び交いました。 

 議題２「鍼灸師の身分法」について福井県 中村寛会長から質問があり、中村聡会長と日鍼会国

際委員長である大阪府 南治成副会長から国内情勢と海外情勢の視点から回答がありました。 

 和歌山県からは療養費支給申請 不支給状況の質問と全国部長会議に加え代議員総会・師会

長会議リモート開催の要望について、大阪府からは準会員制度を各都道府県師会との連携の 

要望がありました。 

 １２：００ピッタリに今年度の会議が終了。次年度開催は和歌山県であり、中野正得会長による

閉会の辞の後、記念撮影をして今年度の会議は無事に終了しました。 

 充実した会議にするため、理事一同事業計画を入念に立ててまいります。 
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[速報] 

 
 〇第１８回（公社）日本鍼灸師会 全国大会 in近畿  報告 
 

 １０月２１日（土）・２２日（日）に第１８回（公社）日本鍼灸師会 全国大会 in 近畿が大阪府泉佐野

市スターゲイトホテル関西エアポートで開催されましたので、参加理事からご報告いたします。 

  

 中野 正得  会長 

 初の近畿ブロック合同開催となった、記念すべき全国大会 in 近畿にて、和歌山県鍼灸師会は

公開シンポジウムを主催させていただきました。「鍼灸（東洋医学）が根付く街」をテーマに、史上

最高の市長、南出賢一泉大津市長と、メンタルヘルスケア鍼灸の第一人者である、はりきゅう処

ここちめいど院長、米倉まな先生をシンポジストにお招きし、当師会会長の私中野正得が座長を

務めさせていただきました。 

前半は、講演形式で、先ずは南出賢一市長にご登壇いただきました。南出賢一市長は、「予防

未病対策先進都市を目指した泉大津市の取り組み」についてお話いただき、市民一人一人が 

自分の健康を主体的に取り組む街づくりにおいて、鍼灸を始めとする伝統医学も選択肢の一つ

であると仰っていただきました。 

続いてご登壇していただいた米倉まな先生は、「街の開業鍼灸師が担う地域との繋がり～  

市民と共に創る鍼灸が根付いた街～」についてお話しいただきました。表面的な患者さんの  

訴えを足掛かりに、内在している本当に辛いこと、分かってほしいことを、一緒に探して解決策

を見つけ出していくことの大切さを教えていただきました。また、米倉先生が取り組んでいる 

ことの 1 つにグレーゾーン支援があります。様々な社会的問題に関わっていくことで、はり師・ 

きゅう師がより身近な存在に昇華していけるということを示していただけました。 

後半は、南出賢一市長、米倉まな先生、私中野正得による対談形式を取らせていただき、座長

としてお二人に議論を投げかけさせていただきました。その後は、フロアも交えての質疑応答で、

いよいよディスカッションは白熱し、会場の熱気の余韻に浸りながら公開シンポジウムは終了と

なりました。南出賢一市長と米倉まな先生におかれましては、真摯にお答えしていただき本当に

ありがとうございました。 

全国大会の栄えあるオープニングアクトを和歌山県鍼灸師会が担当させていただき、個人と

しても座長の大役を務めさせていただき、感無量です。 

今大会のメインテーマである、  

「わが街、はり・きゅうのある暮らし～

バック・トゥ・ザ・鍼灸～」の名の下、 

心に灯した想いの火を、命の火が燃

え尽きるその日まで燃やし続けたい、

そしてその火を次世代に紡いでいき

たいと強く心に刻んだ全国大会でし

た。 
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 石田 国豊  副会長・総務部長 

 今回の全国大会は、近畿ブロックという枠組みで行われました。そして、各師会で出店を運営

するスタッフとして大会に参加しました。 

当日は、７師会の縁日ブースに加えて企業ブースも加わり、賑やか縁日スペースができました。

各師会でそれぞれ特徴のあるブースが並び、見ているだけでも楽しいものでした。 

和歌山県鍼灸師会ブースの『ルーレットアプリ（ビンゴ）』も大会運営スタッフや関係者、一般の

方にご利用いただき、慌ただしく時間が過ぎ、あっという間の 2日間でした。 

 

 前嶋 拓也  副会長・学術部長 

 【全国大会 in近畿 実行副委員長を経験して】 

 都道府県単位で全国大会が開催されていたのが、今回は初の試みとして近畿ブロックの冠を

付けての開催、今大会は実行副委員長として運営に関わり、中身の濃い２日間だったと感じてお

ります。ブロック単位での開催で各師会がそれぞれ担当講座を持ち、和歌山県はトップバッター

として米倉まな先生と南出賢一泉大津市長を交えての公開シンポジウムで、講演中は質疑応答

で活発な議論が繰り広げられ、終了後も参加された

皆様から「シンポジウム、良かったよ！」とお声を 掛

けていただき、無事成功裏に収めることができまし

た。当日はご迷惑を多々おかけすることがありまし

たが、オール近畿の団結力で２日間を乗り越えるこ

とができ、近畿ブロックのみなさまと参加されたみ

なさまに書面にて感謝申し上げます。 

 本当にありがとうございました。 

 

 大久保 明信  財務部長 

 今回の全国大会は、和歌山県鍼灸師会としても久しぶりに全理事参加で催された大きな行事

でした。5年以上お会いしていない全国の先生方との交流や企業ブースの出展、何より関西らし

い各都府県の縁日ブースなど、非常に盛り上がったのではないでしょうか。講座も施術ケアの 

講座だけではなく、地域医療や災害について答弁されていました。講座だけでは疲れてしまいま

すが、今回の様な縁日ブースでの遊びも交えた大会は参加された方々もいい意味で息抜きでき

たと思います。また、近畿で開催の折には皆さま是非

参加されてみてはいかがでしょうか。 

 

 萩野 貴善  広報部長 

 この度、全国大会 in近畿に、実行委員として初めて

参加をさせて頂きました。和歌山県鍼灸師会担当の

講演内容は、大阪府泉大津市の南出賢一市長と、鍼灸師の米倉まな先生による公開シンポジウ

ムで、泉大津市での取り組みや、ストレス等を抱えて精神疾患を患ってしまった方への取り組み

等について、講演をしていただきました。縁日のブースでは、先生方や学生さん、市民の方々の、

楽しい時間になったのではないかと思います。実行委員として、いい経験になりました。 
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土井 隆弘  保険部長 

和歌山県鍼灸師会は縁日ブースで、『ルーレットアプリ(ビンゴ)』を出店致しました。 

全国のはり師・きゅう師の方々や一般の方々に、楽しんでいただきました。 

想像した以上に、『ルーレットアプリ（ビンゴ）』を楽しんで頂き、1 回された方が楽しいという事

で、お仲間を引き連れ4回もしてくださる方もおられて大盛況を納める事ができました。知らな

い方々も『ルーレットアプリ（ビンゴ）』を、通して仲良くなっていただき良かったと思いました。 

 また、近畿ブロックを中心にそれぞれの

出し物や業者さんのブースは、それぞれ 

興味をそそる楽しい内容で大成功だった

と思います。この様な大会は、一般の方々

にも楽しみながら鍼灸を知って頂くいい 

機会になると思いました。 

 

 松本 洋二郎  青年部長 

 2023 年度第１８回（公社）日本鍼灸師会 

全国大会 in近畿に参加してまいりました。

２１日、早朝より会場であるりんくうスターゲイトホテルに集合し、（公社）大阪府鍼灸師会さまが

主体となり近畿ブロック各府県の先生方と準備に取り掛かりました。われら和歌山県鍼灸師会

が催しました、南出賢一泉大津市長と米倉まな先生との公開シンポジウムには、大会の冒頭であ

りましたが朝早くから沢山の方が来場され、会場案内をさせていただきました。夜には、青年 

委員会主催学生交流会、懇親会が開催され、学生の方々に日鍼会の事業を知っていただき、 

「入会して頂けるには、どうすれば良いか」など、ご意見を頂きました。鍼灸を知らない人に鍼灸

の素晴らしさ、楽しさをどう伝えるかが大事になり、日頃から患者様に鍼灸を伝える事と学生の

新規獲得は同意議になりうるとの話し合いがなされました。 

２２日には、近畿ブロック青年委員として経穴カルタ大会の審判をお手伝いとしてさせていた

だきました。涙あり笑いありで、白熱した会場、学生達の青春の１ページに参加させていただき、

胸が熱くなりました。経穴カルタの存在すら知らなかった私ですが、無事にお役目をはたせ安堵

いたしました。一度、和歌山県鍼灸師会でしてみても面白いかもしれませんね。 
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[速報] 

 
 〇和歌山県立日高高等学校中津分校  講演  報告 
  

１１月９日（木）に、和歌山県立日高高等学校中津分校の体育館で、講演をして参りましたので、

報告いたします。 

和歌山県立日高高等学校中津分校は、日高川町、旧中津村

の山間にある全校生徒48名（男子46名、女子2名）の分校

です。男子生徒のほとんどが野球部に所属しており、野球を

するために、この分校に来た生徒が大半で、野球部員は全員

寮生活をしています。 

担当の藤川先生（養護教諭）より、今回の講演は保健教育

の授業の一貫で、いくつかの候補の中から生徒たちが鍼灸を

選択したと伺いました。 

授業の５時間目と６時間目を利用し、午後

1 時 25 分から講演を開始し、演者は濵﨑 

正人会員と萩野貴善理事で開催しました。 

この講演は生徒たちに、「はり・きゅう」のこ

とを知っていただくことを目標に、テーマは 

『鍼灸はなぜ効くのか!?』で開催しました。 

５時間目に、「はり・きゅう」の歴史や鍼と

お灸はどんなものなのかを知っていただく

講義や道具を見ていただき、６時間目には、

実技で鍼施術の体験を行い、受けてみたい

生徒数名に体験していただきました。 

実技の鍼施術体験では、生徒たちから真面目に症状を訴えてきたの

で驚きました。背中や肩、足が痛いなど厳しい練習で出現した症状のよ

うで、「この生徒たちのようにスポーツで遠くから来ている子にこそ、 

鍼灸は必要かもしれない。」と改めて感じました。 

講演が終わり片付けをしていると、数名の生徒たちが「施術体験をし

てもらい身体が楽になったので、どこに行けば施術してもらえます

か？」などの問い合わせがあったので、当師会会員の施術所を紹介しま

した。 

 

 

 

初めての講演でしたので、上手く伝わ

らず進路先としては興味を抱くことは 

出来ませんでしたが、「はり・きゅう」その

ものには興味を持ってもらえたように 

感じる一日でした。 
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○療養費制度等適正運用の現状 

 

 平素は保険部の活動にご理解いただき厚くお礼申し上げます。 

本年度は、第１回療養費制度等適正運用指導会を７月３０日(日)に開催し、第２回を令和６年２月

１１日（日）に開催する予定となっております。 

 療養費制度の過渡期となっている現在、目まぐるしく変わる内容に対応していくために、間違

いの無い療養費支給申請書を提出するためにも、新しい情報を会員の皆様にも理解していただ

き、お忙しい中、療養費制度等適正運用指導会に参加してくださったこと感謝申し上げます。 

 今年度は未だかつてない程に、『併給』による返戻、そして、不支給が多くありました。そこで、

萩野利赴名誉会長、中野正得会長、前嶋拓也副会長、土井隆弘理事が、和歌山県国民健康保険

課や和歌山県後期高齢者医療広域連合、和歌山県国保連合会等に赴き、「どうしたら併給になら

ないか？」等の対策や現状を伺いました。どうしても、法律で『併給』は療養費の対象外になると

位置付けられているので、『併給』を無くすには、再度、「患者様」「同意医師」「ご家族、ケアマネー

ジャー等患者さんを支えている方々」に、どのような場合が『併給』になるかを、ご理解とご了承

を得ることが唯一の防止策になるかと考えます。そこで、会員の皆様には密に連携を再度図って

いただき、『併給』で不支給にならないよう努めて頂きたく思います。 

 先述しましたように、これから療養費制度の行く末が目まぐるしく変わっていくことが予想さ

れますので、積極的に療養費制度等適正運用指導会等へ参加していただき新しい情報を得て、

疑問点などはどんなに小さなことでも質問し、襟を正し、はり師・きゅう師が必要とされる社会

になるよう努めて頂ければ幸いです。 

 

令和５年度  第１回 療養費制度等適正運用指導会 

現地で開催、４年ぶりに施術録閲覧指導を行いました。 

R.5.7.30 

保険部長 土井 隆弘 
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○鍼灸療養費取扱い状況 

１．令和４年度請求金額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
年 月 申請者数 件数 請求金額 療養費総額 

令和４年１月 35 554 6,303,022 7,543,760 

２月 35 524 5,461,397 6,536,170 

３月 35 485 5,130,248 6,158,050 

４月 35 515 6,128,368 7,326,360 

５月 34 505 5,821,929 6,997,990 

６月 34 499 5,567,951 6,702,276 

７月 34 509 6,139,120 6,990,498 

８月 33 498 5,471,073 6,604,405 

９月 33 480 4,908,255 5,910,764 

１０月 33 497 5,577,056 6,902,448 

１１月 33 489 5,548,646 6,663,578 

１２月 32 470 5,287,775 6,412,002 

年間合計 406 6,025 67,344,840 80,748,301 

平均 34 502 5,612,070 6,729,025 
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２．令和４年度保険者別請求件数と請求金額 

 
保険者別 件数 請求金額 

協会けんぽ 1,262 7,141,775 

健保組合 75 363,608 

共済組合 173 857,983 

国保 1,496 11,212,497 

後期高齢者 2,985 46,988,931 

合計 5,991 66,564,794 

 

 

 

３．年度別請求金額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度別 請求金額 年度別 請求金額 

平成１３年度 48,719,713  平成２４年度 86,587,441  

平成１４年度 65,105,530  平成２５年度 91,885,069  

平成１５年度 87,976,501  平成２６年度 93,114,602  

平成１６年度 113,404,645  平成２７年度 99,116,396  

平成１７年度 108,810,673  平成２８年度 101,168,259  

平成１８年度 112,559,642  平成２９年度 96,511,901  

平成１９年度 110,474,582  平成３０年度 98,232,716  

平成２０年度 112,553,746  平成３１年度 93,556,491  

平成２１年度 108,357,999  令和２年度 77,458,388  

平成２２年度 96,463,045  令和３年度 72,131,359  

平成２３年度 98,059,390  令和４年度 67,344,840  

 

 

※年度別請求金額内訳は 

各年度の１月～１２月で計算 

［保険者別請求件数の割合］ 
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○令和５年度 第１回 学術・災害対策合同講習会  ご報告 
令和５年７月３０日（日）開催 

 1、中田浩監事より、２０１６年４月１４日に発生した熊本地震に

よる鍼灸ボランティア活動について、実体験を交えて（一社）  

和歌山県鍼灸師会の対応及び報告をさせていただきました。 

 ５月４日・５日の２日間、今年度（公社）大阪府鍼灸師会 新会長

に就任された堀口正剛先生と一緒に活動、鍼灸施術以外に医療

支援も同時におこないました。ここで言う医療支援とは、避難所の全体把握と問題点や被災者

の状況の把握などです。こうして、１日に数か所の避難所を回り、１６時ごろ対策本部に戻り、  

全体のカンファレンスをもう一度おこない終了となります。 

 今後いつ来るか分からない南海トラフ巨大地震への対応に向けて、貴重な学びとなりました。 

 2、土井隆弘理事より『胸を張れ！鍼灸師！稼ごう！鍼灸師！』について、ご自身のはり師・  

きゅう師の資格を取得して開業から今日に至るまでの道のりを交えながら、経営と技術は両輪

であることの重要性についてご講演いただ

きました。胸を張るとは？⇒胸をそらせる・

自信のある様子をする・得意になるとの 

意味であり、得意とは？熟達していて自身

があることであります。 

 はり師・きゅう師の収入源には、営業以外

とフリマやマルシェなどイベントへの出店が

あり、各種イベントには様々な年齢層が  

集まることから、ご自身の得意分野を改め

て確認できるため、実際の店舗営業においてターゲット層が絞りやすくなります。 

 『稼ぐ』の語源はもともと、お金が主ではありません。紡いだ糸を巻き取る道具の「かせ（桛）」に

由来する説がある。紡いだ糸をかせに巻くことを「かせぐ」という。そして、「かせ」は休みなく  

動いているように見えることから、「かせ」のように仕事に励むことを「かせぐ」といったものと 

考えられる。また、稼ぐの「かせ」は「かせ（日迫）」の意味で、昼夜に迫り、止まる所を知らない  

ことをいったとする説もある。上記二説は異なるが、休む間もなく働くことに由来する点では 

似ております。一生懸命仕事をすることです。 

 実際に利用した門外不出ともいえる資料も、会員の生活向上を願って惜しみなく公開いただ

き、厚くお礼申し上げます。会員の皆様には土井隆弘理事からご提供いただいた大変貴重な  

資料をご自身の得意分野に合わせてはり師・きゅう師として稼いでいきましょう！ 

副会長・学術部長 前嶋 拓也   副部長・保険部長 土井 隆弘 
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〇今後の「はり・きゅう講演会」に代わる普及啓発活動について 
 
今まで講師などをお招きして、当師会が主催の講演会を

しておりましたが、この度初めての試みとして、てとこと市

実行委員会主催の日々の暮らしに寄り添った“手しごと”や

“手づくり”のモノやコト、アンティークなどの“古き良きも

の”が集まるマルシェイベント『てとこと市』に、一般社団法

人 和歌山県鍼灸師会として『はり・きゅうの無料体験』ブー

スを、１１月１２日（日）に本町公園にて出展いたしました。 

 今回出展させていただき、「良かった」の一言に尽きます。 

 なぜかと言いますと、６１名の方々に体験していただき、約８割

程の方が、はり・きゅうの施術を受けるのが初めてでした。その

中でも、「鍼痛い？」「お灸熱い？」「どこで受けたら良いか分から

ない」「興味はあったけど…したことはない」「２０年前に１回受け

たことあるけど、また行ってみようかな？」のお声や「全然痛くな

い」「気持ちいい」「まさか鍼灸を受けれるとは…良かった」「またいってみようかな！」や「あれも

治る？これも治る？」等、たくさんの感想やご相談もいただき、鍼灸の普及啓発活動としては、

大成功であったと感じております。 

 今回は和歌山市で開催されたイベントでしたので、比較的

に和歌山市の住民の方が多かった様に感じます。 

今後は、和歌山市だけでなく紀北、紀中、紀南など和歌山

県各地で開催されるイベントにも、どんどん出店させて頂き、

和歌山県全土で鍼灸が、真に知れ渡るようになり、且つ、 

利用して頂けたら嬉しいと思いました。 

 また、会員の先生方におきましては、イベントに出店したいけどやり方がわからない、テントな

どの道具がない等、お気軽に理事までご相談ください。 
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〇第７３回（公社）全日本鍼灸学会学術大会宮城大会のご案内 

  （公社）全日本鍼灸学会では毎年５月下旬～６月上旬頃に学術大会（全国大会）を開催、来年５

月２４日（金）～２６日（日）に東北支部主管の下、「つながり、通じ、いかす鍼灸－多様性の研究と

連携医療への展開－」をテーマに仙台国際センターで開催されます。 

大会会頭：高山真先生（東北大学大学院医学系研究科漢方統合医療学共同研究講座 特命教授） 

実行委員長：三瓶真一先生（一般社団法人 福島県鍼灸師会 会長） 

 前回、東北地方で開催されたのは８年前の福島大会（ビッグパレットふくしま）で、鍼灸の復興

をテーマに東日本大震災における和鍼会ボランティア活動が掲示されておりました。 

 大会 HP にて最新情報が随時更新、下記アドレスにアクセスのうえ、今後の情報をご確認くだ

さい。 

 https://www.tohoku-kyoritz.jp/73jsam/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学術部 今後のご案内 

 

〇令和５年度  第２回 学術講習会  令和６年２月１１日（日・祝） 

  田辺市 和歌山県立情報交流センター Big・Uで開催されます。 

  明日からの臨床に役立つ実技供覧があり、ご参加くださいますようお願いいたします。 










































